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平成23年度

工業イノベーションスクール講座案内
～東京電機大学編～

TDU 東京電機大学
rOKYO DttNЮ  UNIVERS「y

東京電機大学 産官学交流センタィ (ま認TLO)



工業イノベーションスクールのご案内

東京電機大学は、技術の教育・研究を通 して社会に貢献する人材を育成 し

ています。このたび木学では、埼玉県の工業イノベーシ∃ンスクール事業に

参画 し、新 しい分野へ進出しようとするやる気のある県内企業を支援 して参

ります。本学は工業イノベーションスクールの うち健康長寿 ≧技術経営の分

野で 5つの講座を開設 しま した。新技術の導入に積極的な企業や経営課題の

解決に役立つ情報を求めてお られる方の参加 をお待ちしてお ります。

【日 程】 ≫≪受講料 L`n無料

第 3時限 13:30′～ 15i(30 第 4時限 15i10～ 16:40

会   場
東京電機大学 東京神田キャンパス 7号館 7804A教 室

東京都千代 田区神 田錦 町 2-2

【お申込み先】

別添えの申込書にて、東京電機大学 産官学交流センター までFAXにてお申し込みください。

*東京電機大学 産官学交流センター IFAX 03(5280)3ら 49

【お問合せ先】

東京電機大学 産官学交流センター じ 鈴 木 (啓)=横  山

TEL:03(5280)364〔 〕 FAX:03(5280)3649

[3月 3日 l月)～ 3月 15日 偶)は 一 斉 夏 季 休 暇 期 間 と さ せ て い た だ き ま す。]

開講目 時 間 講 師 講 座 テ ー マ

第 3時限 三 井 助 教 マイクロ流体デハ
゛
イスとライフサイエンスヘの応用

8月 25日 (木 )

第 4時限 三 井 助 教 マイクロ流体デ′ヽ
゛
イスとライフサイエンスヘの応用 (続 )

第 3時限 世良准教授 社会貢献をマーケ〒ィンタ
や
に活かす仕組募づ くり

9月  6目 (火 )

第 4時限 阿 部 教 授 中国への直接投資の現況と課題

第 3時限 植野准教授 健康モニタや見守 りのためのスマートセンシンク
`技

術
9月  8日 (木 )

第 4時限 本間准教授 人工臓器の現在と未来



工業イ′ベーションスクーfしのご棄向拳督至撰 TDU報

マイクロ流体デバイスとライフサイエンスヘの応用
～パイオ・医療・環境測定をコンパクトに実現する技術～

このたび、東京電機大学東京神 田キャンパスにおいて、埼玉県工業イノベーション
スクールの一部講座を開催いたします。 「マイクЦ流体デバイス」、「生体信号の計測」、
「人工臓器」に関する新技術の紹介と、「社会貢献とマーケティング」、「海外展開」に

関するすぐに役立つ情報を本学の 5名 の先生により講義します。

埼  玉  県

東 東 雷 機 大 学

催

力

主

協

芝 浦 工 業 大 学

日 本 工 業 大 学

早 稲 田 大 学

(財)本庄国際リサーチパーク研究推進機構

(財)埼 玉 県産 業 振 興 公 社

学

学

学

大

大

大

玉

洋

教

埼

東

立

埼 玉 県 立 大 学

東 京 理 科 大 学

ものつ くり大学

埼 玉 医 科 大 学

埼 玉 工 業 大 学

女 子 栄 養 大 学

◆ 講座の内容

「マイクロ流 体 デバ イス とライフサ イエンスヘ の応 用 」

概 要  マイクロ流体デバイス (化学反応や分析にともなう流体操作
を数 cm程度の空間に集積したもの)の概要 =製作法について
学びます。そして、医療等の分野への応用についても、自身
の体験も交えて触れてまいります。

受 講 効 果 マイクロ流体デバイスのもたらすメリットと、どのよ
うにライフサイエンス分野に応用されているかを学ぶ
ことができます。

また、代表的な製作法と今後の課題について学ぶこ

とができるため、受講者のお持ちの知識やノウハウ
をこの分野に導入応用する際のヒン トを得ることが
できます。

◆ 開 催 日 時

場

費

員

日カ

会

参

定

◆

◆

◆

平成 23年 8月 25日 (木曜 日)

13:30～ 15:00H15:10～ 16:40
東京電機大学 東京神田キャンパス 7号館  7804A教 室

無 料

80名

講 師 :三 井 信行
東京電機大学フロン
労 ア共同研究セカ ー
助 教



工業イ/ベーションスクーrとのご案内拳埼玉県
F彩 の国Jさ もヽたま

TDU一翠撃尊

社会貢献をマーケティングに活かす仕組みづくり
～コーズ。リレイテッド・マーケティングとは～

このたび、東京電機大学東京神 田キャンパスにおいて、埼玉県工業イノベーション

スタールの一部講座を開催いたします。 「マイクロ流体デバイス」、「生体信号の計測」、
「人 工臓器」に関する新技術の紹介と、「社会貢献とマーケティング」、「海外展開Jに
関するすぐに役立つ情報を本学の 5名 の先生により講義 します。

◆ 講座の内容

「社会貢献をマーケティングに活かす仕組みづくり」

概 要 企業が社会貢献を行つた際には、匿名で行わない限り、ブラン

ド価値向上等のメリットが生じます。しか し、多くの企業はこ

のメリッ トについて言及することを避けています。このような

矛盾を解消すべく、そのメリットを認め、社会貢献活動をマー

ケティングの一環と捉えることにより、ブラン ド構築、製品差

別化、売上げ増等に結びつけていこうという考え方が「コーズ ロ

リレイテッドロマーケティング」です。なお、コーズとは「良
いことなので援助をしたくなる対象」を意味します。

受 講 効 果

時

場

費

員

日
　
　
日

催
　
　
ヵ

開

会

参

定

◆

◆

◆

◆

本講座を受講することにより、受講者が企業の現在と今後の取組み

が社会貢献に大きく寄与 していくことを学び、仕事に対する意欲を

更に高め、業務改善やアイディアを生み出す力となります。この講
座で学んだことに取組み、社会貢献をマーケティングや経営に活か

すことでイノベーションの創生、財務などの経営環境が改善されま

す。企業の発展に欠かせない意欲的な社員の育成にも寄与します。

平成 23年 9月 6日 (火曜日)13:30～ 15i00
東京電機大学 東京神田キャンパス 7号館  7804A教 室

無 料

80名

講 師 :世良 耕―

棘 蜘

人間科学系列准教授

催

カ

主

協

埼  玉  県

東 京 電 機 大 学

芝 浦 工 業 大 学

日 本 工 業 大 学

早 稲 田 大 学

埼 玉 県 立 大 学

東 京 理 科 大 学

ものつ くり大学

埼 玉 医 科 大 学

埼 玉 工 業 大 学

女 子 栄 養 大 学

(財)本庄国際リサーチパーク研究推進機構

(財)埼 玉 県産 業 振 興 公 社



工業イ′ベーションスクーfしのご棄向華1琴輩揮 TDU碧

中国への直接投資の現況と課題
～進出企業の経済環境とリスク～

このたび、東京電機大学東京神 田キャンパスにおいて、埼玉県工業イノベーション

スクールの一部講座を開催いたします。 「マイクR流体デバイス」、「生体信号の計狽J」 、
「人工臓器」に関する新技術の紹介と、「社会貢献とマーケティング」、「海外展開」に

関するすぐに役立つ情報を本学の 5名 の先生により講義します。

◆ 講座の内容

概 要

受 講 効 果

◆ 開 催 日 時

◆ 会   場

◆ 参 加 費

◆ 定   員

「中国へ の直接投資の現況 と課題」

この数年間、日本企業の対中国進出が顕者となつてきました。

進出企業の範囲は、生産工程を移転するものにとどまらず、現

地での流通 口販売 ロサービス提供を目的にするものにまで拡大

しています。この講座では、こうした動向の背景にある政治 a

経済状況を紹介するとともに日本企業が現地進出を検討するに

当たつて知っておくべき基本的な事項を説明します。

1回分の講座ですので、ごく基本的な事項に触れるに

とどまりますが、これによって中国のみならず、アジ

ア諸国への展開を検討する企業の方々にとつては、会

社の戦略的な方向付けを行うための重要な知識を得ら

れることを狙いとしています。

平成 23年 9月 6日 (火曜日)15:10～ 16:40
東京電機大学 東京神田キャンパス 7号館  7804A教 室

無 料

80名

講 師:阿部 一知
東京電機大学
未来科学部教授

催

力

主

協

埼  玉  県

東 京 電 機 大 学

芝 浦 工 業 大 学

日 本 工 業 大 学

早 稲 田 大 学

埼 玉 県 立 大 学

東 京 理 科 大 学

ものつ くり大学

埼 玉 医 科 大 学

埼 玉 工 業 大 学

女 子 栄 養 大 学

学

学

学

大

大

大

玉

洋

教

埼

東

立

(財)本庄国際リサーチパーク研究推進機構

(財)埼 玉 県産 業 振 興 公 社



工業イ/ベーションスクーfしのご案向拳埼玉県
F彩 の田」:言 tヽ た蒼

催

力

主

協

TDU鞘

健康モニタや見守りのためのスマートセンシング技術
～容量結合型非接触生体センサを中心に～

このたび、東京電機大学東京神 田キャンパスにおいて、埼玉県工業イノベーション
スクールの一部講座を開催いたします。 「マイクロ流体デバイス」、「生体信号の計測」、
「人 工臓器」に関する新技術の紹介と、「社会貢献とマーケティング」、「海外展開」に

関するす ぐに役立つ情報を本学の 5名 の先生により講義 します。

埼  玉  県

東 京 電 機 大 学

芝 浦 工 業 大 学

日本 工 業 大 学

早 稲 田 大 学

(財)本庄国際 リサーチパーク研究推進機構

(財)埼 玉 県産 業 振 興 公 社

学

学

学

大

大

大

玉

洋

教

埼

東

立

埼 玉 県 立 大 学

東 京 理 科 大 学

ものつ くり大学

埼 玉 医 科 大 学

埼 玉 工 業 大 学

女 子 栄 養 大 学

◆ 講座の内容

「健康モニタや見守りのためのスマートセンシング技術」

概 要  生体信号を健康日長寿へ応用する場合、煩わしくない形で非
侵襲的に無拘束で計測することが望まれる。本講座では、容

量型センシング技術に基づく、非接触心電 日筋電計測技術に

ついて解説する。また、応用事例として、ベッド型の心電 日

呼吸B離着床モニタや、ウ ェアラブル心拍計 を用 いた電動

アシス ト自転車制御などについて紹介する。

受 講 効 果 要素技術である容量型センシングの基礎とその応用可

能性について理解できる。また、当該センシング回路

製作時の留意点についても理解が進むことが期待さ

れる。

講 師 植野 彰規
東京電機大学
工学部 准教授

時

場

費

員

日

　

　

日

催
　
　
ヵ

開

会

参

定

◆

◆

◆

◆

平成 23年 9月 8日 (木曜日)13:30～ 15:00
東京電機大学 東京神田キャンパス 7号館  7804A教 室

無 料

80名     ヽ



工業T/ベーションスクーfしのご窯向器琴琶慎 TDU鞘

人 工 臓 器 の現 在 と未 来
～人工臓器開発の経験から～

このたび、東京電機大学東京神 田キャンパスにおいて、埼玉県工業イノベーション

スクールの一部講座を開催いたします。 「マイクH流体デバイス」、「生体信号の計測」、
「人 工臓器」に関する新技術の紹介と、「社会貢献とマーケティング」、「海外展開Jに
関するすぐに役立つ情報を本学の 5名 の先生により講義 します。

埼  玉  県

東 京 電 機 大 学

催

力

主

協

芝 浦 工 業 大 学

日本 工 業 大 学

早 稲 田 大 学

(財)本庄国際リサーチパーク研究推進機構

(財)埼 玉 県産 業 振 興 公 社

埼 玉 県 立 大 学

東 京 理 科 大 学

ものつ くり大学

埼 玉 医 科 大 学

埼 玉 工 業 大 学

女 子 栄 養 大 学

◆ 講座の内容

「人工臓器の現在 と未来」

概 要 ■人工臓器とは

四 人工臓器開発における技術的課題

■ 質疑応答、フリーディスカッション

受 講 効 果

時

場

費

員

日

　

　

日

催
　
　
ヵ

開

会

参

定

◆

◆

◆

◆

本講座では、人工臓器に関する知識がまったくない方

にも、わか りやすい解説を行うことにより、人工臓器

全般に関する入門編として幅広い一般的な知識を得る

ことができます。また、講師の人工心臓開発における

具体的な事例、経験を紹介することにより、人工臓器

開発における技術的課題について理解を深めることが

できます。

平成 23年 9月 8日 (木曜日)15:10～ 16:40
東京電機大学 東京神田キャンパス 7号館 7804A教 室

無 料

80名

講 師 :本間 章彦

東 京 電機 大学

理工学部 准教授



TDU―奪甲驚
■ お問い合わせ

産官学交流センター (承認TLO)
[郵 便]〒 lol-8457 東京都千代田区神田錦町22
[′斤在地]〒 lo]―oo47 東京都千代田区内神田1-1牛8 東京電機大学15号館6階

TEL 03-5280-3640 FAX 03-5280-3649
E―mail crc@dendai.acJp

http:′/wⅥnvBdendaiBcom
※本学教員による研究内容などをと紹介しています。

会場案内図

■ 交通

」 R:御 茶ノ水駅 (中央線・総武線)聖橋回・徒歩8分

神田駅 (山手線・京浜東北線)北回・徒歩8分

地下鉄 :淡路町駅 (丸ノ内線)B7出口・徒歩3分

新御茶ノ水駅 (千代田髯泉)B7出口・徒歩3分

小川町駅 (都営新宿線)B7出口・徒歩3分

神保町駅 (半蔵門線・都営三田線・都営新宿線)A7出口・徒歩3分

神田駅 (銀座線)1番出口・徒歩8分

竹橋駅 (東西線)3B出口・徒歩8分

至北千住 至上野

至両国

至大手町



工業イノベーションスクール受講申込書 FAX送信先 03-5280-3649

(フ リガナ)

企 業 名

代表者氏名

受 講 者 担当部署名 氏 名

氏 名

事業内容 (業種)

従 業 員 数

住   所 T

連 絡 先 TEL FAX

E― mail

講座テーマ(東京電機大学編 )選択届

ご希望の講座テーマに図を入れて くだ さい。

ご記入後、この用紙を東京電機大学 産官学交流センター 鈴木あてに FAXしてください。

《連絡先'お申込み先》

東京電機大学 産官学交流センター 鈴木啓介日横山節子

〒101-0047 東京都千代田区内神田 1-14-8

東京電機大学15号館6F
TEL   03-5280-3640  FAX   03-5280-3649

E―maiI Sfk~Suzuttgim.dendai.acjp

受講 開講日 講座テーマ

□ 8月 25日 (木 ) マイクロ流体デバイスとライフサイエンスヘの応用

□ 9月  6日 (火 ) 社会貢献をマーケティングに活かす仕組みづくり

□ 9月  6日 (火 ) 中国への直接投資の現況と課題

□ 9月  8日 (木 ) 健康モニタや見守りのためのスマー トセンシング技術

□ 9月  8日 (木 ) 人工臓器の現在と未来

※本申込書の内容は、本学より埼玉県産業労働部産業支援課にもご連絡 します。




